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新
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ

り
、
防
火
防
災
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
消

防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
町

内
で
消
防
団
が
出
動
す
る
火
災
が
１
件
発
生

し
、
深
夜
の
時
間
帯
で
し
た
が
、
大
き
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
は
、

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
で
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
７
の
大
地
震
に
よ
り
、
当

町
を
含
む
広
範
囲
に
津
波
注
意
報
お
よ
び
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
改
め
て
自
然

の
脅
威
を
切
に
感
じ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民

の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消

防
使
命
の
遂
行
の
た
め
、
今
後
も
知
識
・
技
術

の
向
上
に
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
防
火
防
災

対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多

幸
と
無
災
害
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

松崎町長

深澤　準弥

町議会議長

田中　道源

消防団長

土屋　宗三郎

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
11
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
無
投
票
で
の
再
選
と
い
う
、
皆
様
か
ら
の
期

待
と
信
頼
の
上
で
の
当
選
と
、
身
を
引
き
締
め
、

改
め
て
覚
悟
と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
世
界
中
で
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
、

12
月
に
は
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が

あ
り
、
一
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
、
東
北

地
方
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
心
配
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
伊
豆
半
島
と
い
う
地
理
的
特
性
上
、
私

た
ち
の
最
優
先
事
項
は
、
町
民
の
皆
様
の
「
命
と

暮
ら
し
を
守
る
」
こ
と
で
す
。
二
期
目
も
引
き
続

き
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
連
携
を
さ
ら
に
強

固
に
し
、
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
加
速

さ
せ
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
改
め
て
「
コ
ン
パ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
ま
つ
ざ
き
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
に
据
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指

し
、
地
域
活
動
を
通
じ
た
温
か
い
相
互
扶
助
の
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

松
崎
町
議
会
議
長
と
し
て
、
輝
か
し

い
新
年
の
幕
開
け
を
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
民
皆
様
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
議
会
は
、
議
事
機
関
と
し
て
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、
町
民
の
皆

様
と
共
に
松
崎
町
の
未
来
を
見
据
え
た

町
づ
く
り
へ
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
声
を
丁
寧
に
受

け
止
め
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
安
心

安
全
な
生
活
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的

な
議
論
と
的
確
な
提
言
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
は
新
た
に
、
松
崎
町
の
未
来
を

担
う
中
学
生
を
対
象
に
、
議
員
、
町
職

員
と
交
流
し
、
町
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
す
る
「
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
健
や

か
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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【問合せ】総務課 (４２)３９６３

　松崎町役場では、令和８年３月２日（月）から、役場へ直接来庁されての書類提出や税

金などの納付の受付時間を、午前８時 30 分から午後４時 30 分まで（昼休みは対応します）

とさせていただきます。職員の勤務時間は、これまでと同じ午前８時 15 分から午後５時

までです。

　なお、業務上の用事などで来庁される方や緊急時の対応は、これまでと同じです。

３月２日から役場の窓口受付時間を

午前８時 30 分～午後４時 30 分に変更します

１．変更の理由
　（１）閉庁時間中における事務の集中処理による効率化、生産性の向上

　　　 来庁者のない時間帯を確保することにより、集中的に事務を処理することで生産

　　 性の向上を図るとともに、窓口業務以外の仕事を行う時間を確保します。

　（２）まとまった打合せ時間確保によるコミュニケーションの活性化

　　　 始業時の打合せや窓口終了後の確認、打合せなどを行う時間を確保できるように

　　 なります。また、上司の指導や指示が行いやすくなり、結果的に町民サービスの向

　　 上につながります。

　（３）業務準備や事後処理などを勤務時間内に行うことで時間外の作業を抑制

　　　 現在、朝の窓口受付開始の準備や受け付けた書類の事後処理、収受した手数料な

　　 どの集計作業などが勤務時間の前後になっているため、勤務時間内に作業を行い、

　　 時間外勤務が発生しないようにします。

２．内容

2月 27日 （金） まで ３月２日 （月） から

職員の勤務時間 午前８時 15分～午後５時 午前８時 15分～午後５時

役場の窓口受付時間 午前８時 15分～午後５時 午前８時30分～午後４時30分

Q １　なぜ午前８時30分から午後４時30

Q １　分までとしたのですか。

A １　変更する理由は上記のとおりですが、 来庁される

A １　方への影響ができる限り小さくなる時間としました。

Q ２　仕事で用事がある場合も役場に入

Q ２　れなくなるのですか。

A ２　仕事の打合せなどの用事がある方は、 これまでと

A ２　同じように来庁可能です。

Q ３　役場以外の施設も変更になるので

Q ３　すか。

A ３　図書館や体育施設などの開館時間や利用時間は、

A ３　これまでと同じです。

Q ４　緊急の場合はどうすればいいですか。 A ４　緊急の場合は代表番号に電話してください。

Q ５　どうしても朝 （夕方） に行きたい

Q ５　場合はどうすればいいですか。

A ５　今回の取り組みの趣旨をご理解いただき、 開庁時

A ５　間内の来庁をお願いしますが、 どうしてもという

A ５　場合は、 事前に担当課に電話し、 対応が可能かど

A ５　うかご確認いただきますようお願いします。

３．Ｑ＆Ａ
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県
内
35
市
町
、
37
チ
ー
ム
が

参
加
し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
第

26
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
、
12
月
６
日
に
静
岡

市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
６
月
25

日
か
ら
約
半
年
間
、
水
曜
日
・

土
曜
日
の
週
２
回
の
練
習
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
が

一
丸
と
な
り
、
大
会
に
向
け
て

厳
し
い
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
12
人
の
代
表
選
手
全
員
が
、

チ
ー
ム
の
た
め
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
力
走
し
ま
し
た
。

　

前
年
の
大
会
よ
り
順
位
を
１

つ
上
げ
町
の
部
７
位
で
の
ゴ
ー

ル
と
な
り
、
前
年
大
会
よ
り
タ

イ
ム
の
上
げ
幅
が
伸
長
し
た
町

に
贈
ら
れ
る
敢
闘
賞
を
２
年
連

続
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
女
子
の
区
間
で

平
野
文
珠
選
手
が
町
の
部
で
区

間
賞
を
獲
得
し
チ
ー
ム
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　

駅
伝
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ

た
小
学
生
の
１
５
０
０
㍍
走
で

は
、
小
学
生
男
子
が
駅
伝
選
手

に
引
け
を
と
ら
な
い
見
事
な
走

松崎町チーム　大会記録

区　間 氏　名 距　離 記　録
区間順位
（町の部）

チーム順位
（町の部）

第 1 区 中学生・高校生（女子） 松原　　莉奈 3.673km 13:38 7 位 7 位

第 2 区 小学生男子 青木　　敬典 1.903km 6:37 5 位 7 位

第 3 区 小学生女子 小鹿　　美希 1.715km 6:03 3 位 6 位

第 4 区 中学生・高校生（女子） 飯野　　心結 3.549km 13:42 5 位 5 位

第 5 区 高校生男子 勝呂　　諒月 6.855km 24:04 10 位 7 位

第 6 区 40 歳以上 武田　　拓郎 3.911km 13:40 12 位 8 位

第 7 区 中学生男子 小嶋　　悠太 3.564km 12:01 6 位 9 位

第 8 区 中学生女子 蜂屋　　風花 3.020km 12:16 8 位 8 位

第 9 区 小学生 （男女不問） 鈴木　　　浬 1.619km 5:35 2 位 8 位

第10区 一般女子 平野　　文珠 3.051km 9:40 1 位 （区間賞） 7 位

第11区 中学生・高校生（男子） 早坂　　陽佑 4.310km 15:08 9 位 7 位

第12区 一般男子 渡邉　　裕晴 5.025km 15:39 8 位 7 位

総合記録 42.195km 2:2803 7 位

種　目 区　分 氏　名 記　録
順位

（組内）
大会当日、 小学生を対象
に草薙総合運動場陸上
競技場で行われた1500
ｍ走の結果です

小 学 生
1 5 0 0 m

男子 蜂屋　月鳥 5:03 7 位

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
ま
で
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
監
督
・
コ
ー
チ
・

関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

第１区

松原　莉奈さん
第２区

青木　敬典さん

第３区

小鹿　美希さん

第４区

飯野　心結さん
第５区

勝呂　諒月さん

第６区

武田　拓郎さん
第７区

小嶋　悠太さん

第８区

蜂屋　風花さん

第９区

鈴木　浬さん

第 10 区

平野　文珠さん

第 11 区

早坂　陽佑さん

第 12 区

渡邉　裕晴さん

１５００ｍ選手

蜂屋　月鳥さん

▲集合写真

第 26 回静岡県市町対抗駅伝競走大会　松崎町チーム結果発表
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任
期
満
了
に
伴
う
松
崎
町
長

選
挙
が
11
月
30
日
に
執
行
さ

れ
、
無
投
票
に
よ
り
現
職
の
深

澤
準
弥
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

 

任
期
は
12
月
14
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

　

12
月
１
日
に
当
選
証
書
付
与

式
を
開
催
し
、
松
崎
町
選
挙
管

理
委
員
会
の
斉
藤
昌
幸
委
員
長

か
ら
深
澤
準
弥
氏
に
当
選
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

▲当選証書を受け取る深澤氏

松
崎
町
長
選
挙

深
澤
準
弥
氏　

当
選

20
歳
か
ら
は
国
民
年
金

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
障
害
認
定
に
つ
い
て

　

20
歳
ま
で
に
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
な
い
方
に
は
、
誕
生

日
以
降
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
は
、
年
金
に
関
す
る
手
続

き
の
際
に
一
生
を
通
し
て
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
と
併
せ
て
、
学
生
や
収
入
が

少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
へ
、
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
ま
た
は
免
除
す
る
申
請
書
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
に
な
る
方

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
学
生
が
対
象
で
す
。

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
に
よ
る
申
請
ま
た
は

電
子
申
請
で
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
電
子
申
請
の
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
準
備
い

た
だ
き
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
簡
単
に
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
将
来
受
け
取
る
年
金
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
に
承
認
さ
れ

た
場
合
、
将
来
受
け
取
る
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
、
年
金
額
に
も
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
１
６
６

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

一
定
の
障
害
が
あ
る
と

一
定
の
障
害
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
る
主
な
要
件

認
定
さ
れ
る
主
な
要
件

①
国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る

　

障
害
年
金　

１
・
２
級

②
身
体
障
害
者
手
帳　

　

１
・
２
・
３
級
と
４
級
の
一

　

部
（
※
）

※
障
害
等
級
が
４
級
の
方
は
、

　

障
害
の
程
度
に
よ
り
申
請
い

　

た
だ
い
て
も
認
定
さ
れ
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

１
・
２
級

④
療
育
手
帳 

Ａ

　

申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
者
は
、
原
則
と
し
て
75
歳
以

上
の
方
で
す
が
、
一
定
の
障
害

が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
も
認
定

を
受
け
る
こ
と
で
被
保
険
者
と

な
り
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

主
な
内
容

主
な
内
容

①
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
負
担

　

額
は
、
１
割
・
２
割
・
３
割
で

　

す
。
自
己
負
担
割
合
は
、
所
得

　

区
分
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

②
各
種
健
康
保
険
か
ら
独
立
し

　

た
制
度
で
、
加
入
す
る
方
全

　

員
が
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

③
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年

　

金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納

　

付
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、

　

年
金
給
付
額
や
一
定
の
条
件

　

な
ど
か
ら
、
納
付
書
や
口
座

　

振
替
に
よ
り
納
付
（
普
通
徴

　

収
）
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。
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①
振
り
仮
名
の
通
知
書
が
届
く

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の

　

振
り
仮
名
の
通
知

　

令
和
７
年
５
月
26
日
時
点
で

の
情
報
を
も
と
に
作
成
し
た

「
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
振
り
仮

名
の
通
知
書
」
が
、
本
籍
地
市

区
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
松
崎
町
に
本
籍
の
あ
る
方

へ
は
、
令
和
７
年
７
月
16
日
に

発
送
し
ま
し
た
。

　

氏
や
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や

　

名
の
振
り
仮
名
が
使
用
し
て

　

い
る
読
み
方
と
異
な
る
場
合

　

令
和
８
年
５
月

　

令
和
８
年
５
月
2525
日
ま
で
に

日
ま
で
に

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や

　

名
の
振
り
仮
名
が
使
用
し
て

　

い
る
読
み
方
と
同
じ
場
合

　

届
出
は
不
要
で
す
。

　

届
出
は
不
要
で
す
。

　

氏
や
名
の
振
り
仮
名
の
記
載

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に

届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や
名
の
振

り
仮
名
を
、
本
籍
地
の
市
区
町

村
に
お
い
て
戸
籍
に
順
次
記
載

し
ま
す
。

１２

３

届
出
の
方
法

届
出
の
方
法

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　

届
出
の
流
れ
は
、
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ご
利
用
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

が
必
要
で
す
。

②
市
区
町
村
の
窓
口
へ
届
出

　

届
書
様
式
を
使
用
し
て
、
最

寄
り
の
市
区
町
村
窓
口
で
の
届

出
も
で
き
ま
す
。
届
書
様
式
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

③
本
籍
地
へ
郵
送

　

届
書
様
式
を
使
用
し
て
、
本

籍
地
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
で
き
る
方

届
出
の
で
き
る
方

①
氏
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

届
出
の
で
き
る
方
を
、
通
知

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
戸
籍
の
筆
頭

者
が
単
独
で
届
出
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
筆
頭
者
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の

配
偶
者
、
そ
の
配
偶
者
も
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

子
が
届
出
人
と
な
り
ま
す
。

②
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

が
そ
れ
ぞ
れ
届
出
人
と
な
り
ま

す
。
15
歳
未
満
の
場
合
は
、
原

則
と
し
て
親
権
者
な
ど
の
法
定

代
理
人
が
届
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

戸
籍
に
記
載
す
る
氏
名
の

戸
籍
に
記
載
す
る
氏
名
の

振
り
仮
名
に
つ
い
て

振
り
仮
名
に
つ
い
て

　

戸
籍
に
記
載
す
る
氏
名
の
振

り
仮
名
は
、
「
氏
名
と
し
て
用

い
ら
れ
る
文
字
の
読
み
方
と
し

て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
の
読
み
方
以

外
の
読
み
方
を
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
現
に
そ

の
読
み
方
を
通
用
し
て
い
る
こ

と
を
証
す
る
資
料
（
パ
ス
ポ
ー

ト
や
預
貯
金
通
帳
な
ど
）
を
氏

名
の
振
り
仮
名
の
届
書
に
添
付

し
て
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
序
良
俗
に
反
す
る
振
り

仮
名
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
務
省
戸
籍
振
り
仮
名

法
務
省
戸
籍
振
り
仮
名

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

戸
籍
の
振
り
仮
名
の
制
度
全

般
に
関
す
る
質
問
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
電
話
番
号

　

０
５
７
０(

０
５)

０
３
１
０

◆
受
付
期
間

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

　

※
土
日
祝
日･

年
末
年
始
を

　
　

除
く

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

▲法務省
ホームページ

②
正
し
い
振
り

②
正
し
い
振
り

②②
仮
名
を
届
出

仮
名
を
届
出

③
戸
籍
に
振
り
仮
名
を
記
載

振り仮名が正しい場合

振り仮名が振り仮名が

誤っている場合誤っている場合

〇

××

◀

◀◀

 
誤
っ
て
い
る
場
合
は
必
ず
届
出
を
！

　

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
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住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を
取
得
す
る
際
は

　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

利
用
で
き
る
店
舗

利
用
で
き
る
店
舗

　

全
国
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
店
舗
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登

録
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

▲利用できる

店舗一覧

町
内
で

　
　

利
用
で
き
る
店
舗

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

▲コンビニ交付の

利用方法

交
付
手
数
料
な
ど

交
付
手
数
料
な
ど

利
用
の
際
に
必
要
な
も
の

利
用
の
際
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

　

書
が
格
納
さ
れ
て
い
る
も
の
）

②
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号

　

（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

　

書
用
）

利
用
可
能
時
間

利
用
可
能
時
間

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※
年
末
年
始
（
12
月
27
日
～
令

　

和
８
年
１
月
４
日
）
、
メ
ン
テ

　

ナ
ン
ス
時
は
利
用
で
き
ま
せ

　

ん
。

利
用
す
る
際
の
注
意
事
項

利
用
す
る
際
の
注
意
事
項

①
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
利
用
で
き

　

る
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
の
み
で
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ

　

び
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

　

書
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
コ

　

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
利

　

用
で
き
ま
せ
ん
。

③
暗
証
番
号
を
３
回
連
続
で
間

　

違
え
た
場
合
は
、
窓
口
税
務

　

課
で
暗
証
番
号
の
再
設
定
が

　

必
要
で
す
。

④
発
行
制
限
を
受
け
て
い
る
方

　

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受

　

け
取
っ
た
当
日
は
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。
受
け
取
っ
た
翌
日

　

か
ら
利
用
が
可
能
と
な
り
ま

　

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
シ
ス
テ
ム
の
関
係
上
、
交
付

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

（
氏
名
な
ど
一
定
の
文
字
数

　

を
超
え
た
場
合
な
ど
）
。

⑦
取
得
さ
れ
た
証
明
書
の
返
金

　

や
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
内

　

容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
操

　

作
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
に
記
載

住
民
票
の
写
し
に
記
載

で
き
な
い
項
目

で
き
な
い
項
目

　

次
の
内
容
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
窓
口
税
務
課
に
て
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
変
更
前
氏
名
の
情
報
併
記
（
結

　

婚
な
ど
で
氏
名
の
変
更
が
あ
っ

　

た
場
合
）

◆
転
出
手
続
き
を
し
た
方
、
死

　

亡
し
た
方
の
住
民
票
の
写
し

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

　▲マックスバリュに設置

　　されているマルチコピー機

　　（２階エレベーター前）

証明書の種類 手数料 ( １通 ) 発行できる範囲

住民票の写し ２００円

松崎町に住民登録がある

本人または同一世帯員の

現在の住民票

印鑑登録証明書 ２００円
松崎町で印鑑登録をして

いる本人の証明書
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国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入されている方へ国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入されている方へ

職場や自身で受けた健診結果をご提供ください職場や自身で受けた健診結果をご提供ください
～あなたの健診結果が町の健康づくりに役立ちます～～あなたの健診結果が町の健康づくりに役立ちます～

【問合せ】健康福祉課 (４２)３９６６

提供をお願いする理由
　●皆さまの身体の状態を把握し、効果的な保健事業を実施するため

　　特定保健指導では、保健師や管理栄養士が皆さまの健康づくりをサポートします。

　●受診率向上のため

　　受診率は、国や県から入る補助金に影響しています。健診結果を提供いただくことで、受診

　　率に反映され、地域の保健事業をさらに充実させることができます。一方で、受診率が大き

　　く減少してしまうと、補助金が少なくなり、保健事業の運営に影響が出る場合があります。

　　その際には、事業の縮小や皆さまの保険税（料）の負担が増えてしまう可能性があるため、

　　ご協力をお願いします。

40 歳から 74 歳の国民健康保険加入者、後期高齢者医療制度加入者

対  象  者

・健診結果の写し

・質問票（提出時にご記入いただきます）

提出書類

役場健康福祉課の窓口へお持ちください。

提出場所

健診受診年度の翌年度４月末まで（令和７年度に受けた健診の場合は令和８年４月末まで）

提出期限

健診年月日、医療機関名、健診医師名、身長、体重、腹囲、血圧、中性脂肪、

ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール、ＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）、

y- ＧＴ（y- ＧＴＰ）、血糖値またはＨｂＡ１ｃ、尿糖、尿蛋白、医師の所見（判定）

健診項目

・健診結果および個人情報は、個人情報保護法に基づき適正に扱い、特定保健指導などの事業

　に活用し、それ以外には使用しません。

・健診結果により、松崎町または委託業者から保健指導などのご案内をさせていただきます。

・委託業者への健診結果などの提供を希望されない場合は、お申し出ください。

そ  の  他

貴事業所の従業員に対象者がいる場合は、健診結果の提出についてご案内いただきますよう

ご協力をお願いします。

事業主の方へ



9

 
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
に

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す

る
４
つ
の
メ
リ
ッ
ト

る
４
つ
の
メ
リ
ッ
ト

　

よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
！

　

本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
に
処
方
さ
れ
た
薬
や
特

定
健
診
の
結
果
を
、
医
療
機
関

な
ど
と
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

診
療
・
薬
の
処
方
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
医
療
費
控
除

　

が
よ
り
簡
単
に
な
り
ま
す
！

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

て
、
ご
自
身
の
医
療
費
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
で

は
、
医
療
費
情
報
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
医
療
費

控
除
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り

ま
す
。

１２

　　

窓
口
で
限
度
額
以
上
の
支
払

　

い
が
不
要
に
な
り
ま
す
！

　

窓
口
で
高
額
療
養
費
制
度
の

限
度
額
を
超
え
た
額
の
一
時
的

な
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
手
続
き
が
必
要
だ
っ

た
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

手
続
き
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
直
近

　

12
カ
月
の
入
院
日
数
が
90
日

　

を
超
え
る
入
院
を
し
て
い
て
、

　

食
事
療
養
費
が
減
額
の
対
象

　

に
な
る
場
合
は
、
別
途
申
請

　

手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
滞
納
が
あ
る
場
合
や
未
申
告

　

者
が
い
る
場
合
は
、
認
定
区

　

分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

３

険
の
加
入
手
続
き
を
す
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
使
い
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険

証
は
、
一
度
登
録
す
れ
ば
再
登

録
は
不
要
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
方
法
は
？

録
方
法
は
？

▼
医
療
機
関
な
ど
で
行
う

　

医
療
機
関
・
薬
局
の
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
か
ら
申

し
込
め
ま
す
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
う

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
か

ら
申
し
込
め
ま
す
。

▼
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
行
う

　

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
各
種

お
手
続
き
ボ
タ
ン
か
ら
申
し
込

め
ま
す
。

▼
松
崎
町
役
場
で
行
う

　

松
崎
町
役
場
窓
口
に
設
置
さ

れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用

端
末
で
申
し
込
め
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
？

い
な
い
人
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
方
や
マ
イ
ナ
保

険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
て
い

な
い
方
は
、
「
資
格
確
認
書
」
を

提
示
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
資
格
確
認
書
」
を
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
医
療
に

か
か
れ
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

　

入
し
て
い
る
方
は
、
令
和
８

　

年
７
月
末
ま
で
の
間
に
お
け

　

る
暫
定
的
な
運
用
と
し
て
、

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
状
況

　

に
か
か
わ
ら
ず
、
資
格
確
認

　

書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
解
除
に
つ
い
て

録
解
除
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

の
解
除
を
希
望
す
る
方
は
、
申

請
に
よ
り
、
利
用
登
録
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

マイナ保険証
の保有

資格確認書
の交付

後期高齢者

医療制度

あり 対象

（※）なし

国民健康保険
あり 対象外

なし 対象

資格確認書の交付対象者 （令和８年７月末まで）

　　

健
康
保
険
証
と
し
て
使
い
続

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
　

新
し
い
保
険
者
に
健
康
保

４
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近
く
で
楽
し
く
健
康
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　

松
崎
町
の
地
区
サ
ロ
ン

　

静
岡
県
が
公
表
し
て
い
る
県

内
市
町
の
令
和
５
年
の
「
お
達

者
年
齢
」
は
、
松
崎
町
の
男
性

は
79
・
５
歳
で
県
内
24
位
、
女

性
82
・
２
歳
で
県
内
34
位
で
、

男
女
と
も
あ
ま
り
よ
く
な
い
結

果
で
し
た
。
「
お
達
者
年
齢
」

と
は
、
介
護
を
受
け
た
り
、
病

気
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ

ず
、
自
立
し
て
健
康
に
生
活
で

き
る
期
間
で
す
。

　

健
康
長
寿
の
た
め
に
は
３
つ

の
要
素
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
１
つ
目
は
運
動
を
す
る

こ
と
、
２
つ
目
は
食
事
に
気
を

付
け
る
こ
と
、
３
つ
目
は
社
会

参
加
を
す
る
こ
と
で
す
。
社
会

参
加
と
は
、
地
区
の
役
割
を

担
っ
た
り
、
お
勤
め
を
す
る
こ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す

る
こ
と
な
ど
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
で
す
。運
動
・

食
事
に
加
え
て
社
会
参
加
も
し

て
い
る
人
は
、
何
も
し
て
い
な

い
人
に
比
べ
て
死
亡
率
が
約
半

分
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
食
事
・
運
動
は
気
を
付
け

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
社
会
参
加
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

以
下
の
地
区
サ
ロ
ン
は
、
令

和
７
年
９
月
末
現
在
、
健
康
福

祉
課
で
把
握
し
て
い
る
サ
ロ
ン

の
一
覧
で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
体
操
、
脳
ト
レ
、
茶

話
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
参
加
の
一
つ
と
し
て
、

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
近
く
の
サ
ロ
ン
に
参

加
し
て
み
た
い
、
興
味
が
あ
る

と
い
う
方
は
、
健
康
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

【西区はまゆうクラブ】

食堂でのランチもあるよ

毎月１回

三省社

【北区すまいるサロン】

みんなで作る楽しいサロン

毎月 17 日

13 時～ 15 時

北区公民館

会費１００円 ( 飲み物代）

【宮内活き活きクラブ】

ゲーム楽しいよ

毎月第３土曜日

13 時 30 分～ 14 時 30 分

宮内公民館

【江奈１】

音楽かけて楽しく運動

毎月第１ ・ ３金曜日

13 時 30 分～ 15 時

江奈一公民館

【江奈３ ・ ４】

松崎音頭一緒に踊ろう

毎月第３土曜日

13 時 30 分～ 14 時 40 分

江奈三公民館

【松崎サロン】

町民集まれ　誰でも歓迎

毎月第１木曜日

10 時～ 11 時 30 分

福祉センター

※全町民対象

【伏倉ほっこりサロン】

歌を歌って楽しく

毎月第２火曜日

13 時 30 分～ 15 時

伏倉公民館

【櫻田貯筋の集い】

体操で体力維持

毎月１回

櫻田公民館

【松　尾】

時には足つぼマッサージも

不定期開催

松尾公民館

【金　沢】

男性の参加待っています

毎月第３金曜日

13 時 30 分～ 15 時

金沢公民館

【中川サロン】

懐かしい小学校に集まれ

毎月第３土曜日

13 時 30 分～ 15 時

旧中川小学校

【峰　輪】

ちらし寿司パーティもあるよ

毎月第２木曜日

13 時 30 分～ 15 時

峰輪公民館　年会費５００円

【建久寺ほほえみサークル】

わきあいあいと楽しい会

毎月第１水曜日

13 時～ 15 時

建久寺公民館

【岩　地】

自分も元気　仲間も元気

　岩地が元気

毎月第１月曜日

13 時 30 分～ 15 時

岩地公民館　会費１００円

【石　部】

手作りゲームで楽しく

毎月１回

10 時～ 12 時

旧三浦幼稚園
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窓
口
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

住
民
税
の
申
告
は
、
令
和
８

年
１
月
１
日
現
在
、
松
崎
町
に

住
所
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

　

各
地
区
へ
の
巡
回
を
行
わ

ず
、
期
間
中
常
設
１
会
場
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
で
行
い
ま

す
。
対
象
地
区
を
限
定
し
ま
す

の
で
、
１
月
中
旬
ご
ろ
に
配
布

す
る
「
住
民
税
申
告
受
付
日
程

表
」
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

  

税
務
署
職
員
に
よ
る

税
務
署
職
員
に
よ
る

　
　
　
　

  

申
告
受
付
に
つ
い
て

申
告
受
付
に
つ
い
て

や
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
令
和

８
年　

所
得
税
・
住
民
税
申
告

税
務
署
相
談
日
に
つ
い
て
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
の

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
の

  

確
定
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す

確
定
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す

○
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時(

土

　

日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

  

個
人
住
民
税
申
告
の

個
人
住
民
税
申
告
の

　
　
　

　
　
　

  

電
子
化
に
つ
い
て

電
子
化
に
つ
い
て

▲個人住民税

申告の電子化に

係る特設ページ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
て
い
る
構
築
物
、
機

械
お
よ
び
装
置
、
船
舶
、
工
具
・

器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
の
有
形

固
定
資
産
を
「
償
却
資
産
」
と

い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ

う
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
（
償
却
資
産
は
課
税
標
準

額
が
１
５
０
万
円
に
満
た
な
い

場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

こ
れ
ら
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
つ
い
て
は
、
12

月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
事
業
を
開
始
さ
れ
た

　

方
は
、
必
要
書
類
を
送
付
し

　

ま
す
の
で
、
窓
口
税
務
課
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
告
期
限
】

　

令
和
８
年
２
月
２
日(

月)
 

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

　

申
告
期
間
中
、
税
務
署
の
職

員
に
よ
る
申
告
相
談
に
つ
い

て
、
今
年
も
事
前
予
約
制
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
約
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
予
約
受
付
期
間

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
方
は
、
窓

口
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
相
談
日
】

　

令
和
８
年
２
月
20
日(

金)

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
予
約
受
付
期
間
】

　

令
和
８
年
１
月
16
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
２
月
５
日
（
木
）

　

午
後
５
時

※
税
務
署
職
員
の
指
導
の
も
と
、

　

ご
自
身
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

を
操
作
し
申
告
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
消
費
税
の
申
告
は
、
税
務
署

　

の
申
告
会
場
（
サ
ン
ワ
ー
ク

　

下
田
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
所
得
（
株
式
お
よ
び
土

　

地
・
建
物
な
ど
の
売
却
に
よ

　

る
所
得
）
お
よ
び
贈
与
税
の

　

申
告
は
、
税
務
署
の
申
告
会

　

場
（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
に

　

て
、
相
談
日
を
指
定
し
て
行
っ

　

て
い
ま
す
（
令
和
８
年
３
月

　

２
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）

　

土
日
を
除
く
）
。

　

詳
細
は
、
１
月
中
旬
ご
ろ
に

配
布
す
る
「
所
得
税
・
住
民
税

の
申
告
に
つ
い
て
」
の
チ
ラ
シ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ

と
で
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
デ
ー
タ

送
信
）
で
提
出
で
き
、
税
務
署

に
行
く
手
間
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
申
告
期
間
中
は
24

時
間
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

送
信
方
法
や
操
作
な
ど
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

０
５
７
０
（
０
１
）
５
９
０
１

　

令
和
８
年
度
申
告
（
令
和
７

年
分
の
収
入
の
申
告
）
よ
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
デ
ー
タ

送
信
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
、
個
人

住
民
税
の
電
子
申
告
が
可
能
と

な
る
予
定
で
す
。

　

概
要
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
（
外
部
サ
イ
ト
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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冬
に
鮮
や
か
な
赤
い
実
を

付
け
る
チ
ェ
ッ
カ
ー
ベ
リ
ー

は
、
赤
い
実
が
幸
せ
な
気
分

に
す
る
効
果
や
、
寒
さ
に
強

く
冬
の
間
も
葉
と
実
を
保
ち

続
け
る
生
命
力
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
安
曇
地
区
の
寒
さ
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
ク
リ

ス
マ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
お

正
月
に
向
け
て
も
皆
さ
ま
が

楽
し
め
ま
す
よ
う
に
と
、
講

師
が
選
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

完
成
後
に
は
、
寄
せ
植
え

を
観
な
が
ら
茶
話
会
を
行

い
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
寄

せ
植
え
づ
く
り
～
ク
リ
ス
マ

ス
を
彩
る
草
花
で
寄
せ
植
え

を
作
り
長
い
冬
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
～　

　

去
る
11
月
25
日
、
講
師
を

お
招
き
し
、
参
加
者
13
人
の

皆
さ
ま
と
寄
せ
植
え
を
作
り

ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
由
来
な
ど
の
お
話
を
お
聞

き
し
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
ベ
リ
ー
、

葉
牡
丹
、
ビ
オ
ラ
な
ど
を
使

用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
想
い
を

込
め
て
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

地

域

交

流

通

信

 

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

寄
せ
植
え
づ
く
り
講
座

▲寄せ植えづくり講座の様子

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
Ｉ
Ｔ
Ｊ
）
２
０
２
５

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
Ｉ
Ｔ
Ｊ
）
２
０
２
５

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
Ｉ
Ｔ
Ｊ
）
２
０
２
５

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
Ｉ
Ｔ
Ｊ
）
２
０
２
５

　

12
月
13
日
、
選
手
受
付
と
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
同
様
、
選
手
受
付

は
三
島
市
の
楽
寿
園
で
行
い
、

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
各
自
動
画

投
稿
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
た
動

画
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
方
法

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
の
ス
タ
ー
ト
時
は

冷
た
い
雨
が
降
り
し
き
り
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
午
前

６
時
に
松
崎
新
港
を
１
５
６
９

人
の
選
手
が
ス
タ
ー
ト
を
３
回

に
分
け
る
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ー
ト

方
式
で
出
発
し
、
ゴ
ー
ル
の
修

禅
寺
前
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ

が
ね
橋
エ
イ
ド
で
は
桜
葉
餅
、

仁
科
峠
エ
イ
ド
で
は
ベ
ー
カ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
清
水
屋
の
ク

リ
ー
ム
パ
ン
と
あ
ん
パ
ン
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
国
道
の
交
通
規

制
な
ど
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
関
係
者
一
同
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
男
子
総
合

　

１
位　

西
村　

広
和
（
滋
賀
県
）

　
　
　
　

６
時
間
13
分
36
秒

　

２
位　

小
田
切　

将
真
（
長
野
県
）

　
　
　
　

６
時
間
15
分
20
秒

　

３
位　

笠
木　

肇
（
東
京
都
）

　
　
　
　

６
時
間
17
分
１
秒

〇
女
子
総
合

　

１
位　

秋
山　

穂
乃
果
（
長
野
県
）

　
　
　
　

７
時
間
14
分
17
秒

　

２
位　

伊
東　

あ
り
か
（
宮
崎
県
）

　
　
　
　

８
時
間
21
分
27
秒

　

３
位　

三
枝　

萌
華
（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　

８
時
間
29
分
59
秒

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

〇
出
走
者

　
　
　
　

１
５
６
９
人

〇
制
限
時
間
内
完
走
者

　

（
制
限
時
間
午
後
８
時
）

　
　
　
　

８
９
９
人

〇
完
走
率

　
　
　
　

57
・
３
％

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局

０
５
５
８
（
８
０
）
９
７
８
９

Ｉ
Ｔ
Ｊ
70
Ｋ
大
会
結
果

伊豆トレイルジャーニー公式ホームページ　　https://www.izutrailjourney.com/
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伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
日
頃
の
試
験
研
究
成
果
を

広
く
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
公
開
デ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
施
設
の
一
部
を
一

般
開
放
す
る
と
と
も
に
、
各
種

研
究
成
果
の
展
示
、
新
し
い
カ

ン
キ
ツ
類
の
試
食
（
食
味
調
査
）

を
行
い
ま
す
。

○
日
時

　

令
和
８
年
２
月
23
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

○
場
所

　

伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　

（
東
伊
豆
町
稲
取
３
０
１
２
）

○
内
容

①
研
究
施
設
（
温
室
、
ほ
場
）

　

の
公
開

②
試
験
研
究
新
技
術
展

・
研
究
員
に
よ
る
講
演
（
詳
細

　

は
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

　

表
）

　

松
崎
町
で
は
、
町
内
に
お
け

る
空
き
家
の
有
効
活
用
と
移
住

定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
物
件
情
報
の

収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
他
所
か
ら
移
住
し
て

松
崎
町
に
住
み
た
い
と
い
う
方

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
当
町
に

は
賃
貸
や
売
買
さ
れ
て
い
る
空

き
家
が
少
な
く
、
住
む
と
こ
ろ

が
な
い
か
ら
諦
め
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

町
内
に
、
今
は
使
っ
て
い
な

い
、
住
む
予
定
が
な
い
家
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

第
17
回
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

・
研
究
成
果
の
動
画
上
映
、
パ

　

ネ
ル
展
示

・
ワ
サ
ビ
、
花
き
の
育
成
品
種

　

の
展
示

③
カ
ン
キ
ツ
類
新
品
種
の
試
食

　

（
事
前
予
約
制
）

・
開
始
時
間

　

午
前
10
時
、
午
前
10
時
30
分
、

　

午
前
11
時
、
午
前
11
時
30
分
、

　

午
後
１
時
、
午
後
１
時
30
分
、

※
試
食
会
は
30
分
毎
に
最
大
15

　

人
／
回
で
実
施
し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
令
和
８
年
２

　

月
13
（
金
）
ま
で
に
下
記
の

　

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
様

　

式
は
自
由
で
、
氏
名
と
連
絡

　

先
、
希
望
会
を
記
載
し
て
く

　

だ
さ
い
（
団
体
で
の
参
加
は

　

代
表
者
の
必
要
事
項
と
人
数

　

を
記
載
）
。

※
詳
細
な
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

※
農
産
品
の
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

０
５
５
７
（
９
５
）
２
３
４
１

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

０
５
５
７
（
９
５
）
０
５
３
３ ▲昨年の試食会の様子

▲ホームページ ▲申込フォーム

 

住
む
予
定
の
な
い
家
を
お
持
ち
の
方

 

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

空

き

家

情

報

バ

ン

ク

登

録

の

メ

リ

ッ

ト

①
安
心
し
て
空
き
家
の
売
買
・

　

賃
貸
が
で
き
ま
す
。

　

町
と
提
携
し
て
い
る
不
動
産

業
者
が
仲
介
に
入
る
の
で
、
安

心
し
て
手
続
き
で
き
ま
す
。

②
幅
広
く
多
く
の
人
に
物
件
の

　

紹
介
が
で
き
ま
す
。

　

町
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
ほ
か
、
移
住
関
係
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

③
改
修
・
家
財
処
分
に
補
助
金

　

が
も
ら
え
ま
す
。

　

登
録
物
件
の
改
修
工
事
や
家

財
処
分
に
対
す
る
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

○
改
修
工
事

　

改
修
費
用
の
２
分
の
１
以
内

　

（
最
大
50
万
円
）

○
家
財
処
分

　

処
分
費
用
の
５
分
の
４
以
内

　

（
最
大
10
万
円
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.65

ヨーグルトドレッシングのチョップドサラダ

－ここがポイント－

★水菜やチーズ、ヨーグルトを使用したカルシウム豊富な

　チョップド（具材を小さく切った）サラダです。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

１４４kcal ８. ２g 10．０g ７. ３g ０. ７g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

シーチキン（オイル不使用）・・70ｇ（１缶）

チリパウダー・・・・・・・・・・・・少々

ブロッコリー・・・・・・80 ｇ（１／２株）　　　

水菜・・・・・・・・・・50 ｇ（１／４株）

紫タマネギ・・・・・・・30 ｇ（１／５個）

プロセスチーズ・・・・・・・・30 ｇ

ローストアーモンド・・・・・・15 ｇ

ひよこ豆水煮・・・・・・・・・50 ｇ

プレーンヨーグルト・・大さじ１と小さじ２

酢・・・・・・・・・小さじ１と１／２

砂糖・・・・・・・・・・小さじ１／４

塩・・・・・・・・・・・小さじ１／４

こしょう・・・・・・・・・・・・少々

オリーブオイル・・・大さじ１と１／２

－　作り方　－

①シーチキンにチリパウダーを振り、味をなじ

　ませておく。

②ブロッコリーは小房に切り分け、茹で、ザル

　にあげて冷ます。

③水菜は根を切り落とし、２㌢の長さに切る。

　紫タマネギはみじん切りにし、水にさらして

　水気を拭く。チーズは角切りにする。アーモ

　ンドは粗く刻む。

④ A のヨーグルトドレッシングのオリーブオイ

　ル以外の材料をよく混ぜ、砂糖と塩が溶けた

　ら、オリーブオイルを加えてさらに混ぜる。

⑤①～③、ひよこ豆を合わせ、食べる直前に④

　をかけて和える。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
4949
回回

富
国
有
徳

富
国
有
徳

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

『
富
国
有
徳
』
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

静
岡
県
の
基
本
理
念
で
も
あ

り
、
「
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
ま
つ
ざ
き
」
を
掲
げ
る

松
崎
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
も
必
要
な
考
え
方
で

す
。
単
な
る
経
済
的
な
豊
か

さ
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
自

然
、
人
々
の
心
も
豊
か
で
あ

る
こ
と
を
目
指
す
理
念
で

す
。

 

も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
な
豊

か
さ
（
富
国
）
も
大
切
で
あ

り
、
桜
葉
や
柑
橘
を
中
心
と

し
た
農
林
漁
業
、
旅
館
、
民

宿
、
飲
食
店
を
中
心
と
し
た

観
光
業
、
関
係
人
口
の
創
出

の
た
め
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
移
住
施
策
な
ど
、
町
の
活

力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

 

併
せ
て
、
松
崎
町
の
自
然

や
歴
史
を
学
校
や
地
域
で
学

び
、
郷
土
愛
と
高
い
倫
理
観

を
持
つ
人
材
の
育
成
を
次
世

代
に
施
し
、
松
崎
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
え

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
。
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う

「
徳
」
の
あ
る
社
会
（
コ
ン

パ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
）
の
実

現
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
代

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
、
松
崎
町
の
美
し
い

自
然
環
境
や
な
ま
こ
壁
を
中

心
と
し
た
歴
史
的
景
観
、
漆

喰
文
化
な
ど
を
未
来
へ
の
宝

と
し
て
守
り
伝
え
る
こ
と
も

精
神
的
な
豊
か
さ
（
有
徳
）

で
あ
り
、
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

 

松
崎
町
が
、
経
済
的
に
も

精
神
的
に
も
品
格
の
あ
る
町

と
し
て
、
次
世
代
に
誇
れ
る

故
郷
と
な
る
よ
う
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

A



 My Town Topics～まちのできごと～

　11 月 15 日、環境改善センター文化ホールで、依
田勉三１００年忌記念式典が開催されました。
　令和７年 12 月 12 日は、依田勉三が没して１００
年となる日で、記念式典が行われた後は、旧依田邸
を温泉施設に改修するときに新たに発見された依田
勉三の手紙など１，４５５点の資料の報告や紹介がさ
れたほか、講談師・神田茜氏による創作講談「依田
勉三」が披露されました。

依田勉三１００年忌記念式典 ・ 講演会

　12 月４日、民生委員・児童委員感謝状授与式並び
に委嘱状交付式が行われました。
　民生委員・児童委員は、地域住民の福祉課題に関
する身近な相談・援助者として、地域福祉の推進に
ご尽力いただいています。
　式では、退任された 18 人の方に感謝状が授与され、
新たに民生委員・児童委員に就任される 31 人の方に
委嘱状が交付されました。

　12 月１日、富士伊豆農業協同組合松崎支店で「第
15 回 松崎町農業振興会 自然薯品評会」が開催されま
した。
　今回は、町内外の 17 軒の農家から計 26 点の出品が
あり、形状・病害虫などの外観、粘度・糖度・風味・
変色などの内容を基準に審査が行われました。
　審査の結果、西伊豆町大沢里の後藤明さんが金賞を
受賞しました。

　11 月 17 日、大澤地区公民館で、大澤地区第１回
ワークショップが開催されました。
　このワークショップは、貴重な歴史的建造物であ
る「道の駅花の三聖苑」「旧依田邸」「依田之庄」を
今後どのように地域の資源として活かしていくか考
えるために行われました。
　今回は、地域住民の方など 13 人が参加し、施設
の現状を共有し、今後の進め方などを話し合いました。
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第 15 回 松崎町農業振興会 自然薯品評会

民生委員 ・ 児童委員感謝状授与式並びに委嘱状交付式

大澤地区ワークショップ



町の人口と世帯
（令和７年 11 月 30 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,499 人　（ー 12 人）

　男　　　2,604 人　（ー   ２人）

　女　　　2,895 人　（ー 10 人）

世帯数　　2,804 戸　（ー   ５戸）

転　入　  ８人　転　出      ８人

出　生　  ０人　死　亡    12 人

戸籍だより

　令和７年 11 月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　０件　（－１）

　物損事故　　   ７件　（＋３）

　死　　者　　　０人　（－１）

　傷　　者　　　０人　（－ 11）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳
句-

（11月届出分）
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地 区 氏 名 年齢 届 出 人

南 区 飯田　昌子 99 岩瀬　憲子

宮 内 森　 初 美 71 森　 元 明

小杉原 佐藤　住吉 95 佐藤　健二

北 区 石田きわ子 74 石田　信行

南 区 伊藤　計子 87 伊藤　広実

江奈２ 石田　行雄 76 石田　三保

伏 倉 鈴木　佑子 87 鈴 木　 潤

江奈２ 小泉ちゑ子 93 小泉　邦夫

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）


